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スーパールミネッセントダイオード(SLD)を用

いて、数十 nm のスペクトル線幅を持つインコヒ

ーレント光を高い出力で発生させることができる。

こうしたインコヒーレント光は近年光コヒーレン

ストモグラフィ(OCT)などに使用されている[1]。

OCT の感度向上のためにインコヒーレント光の

高パワー化は重要であり、テーパーアンプを用い

た SLD からの出力光の増幅などが行われている

[2]。その一方で、狭線幅レーザの増幅には、高出

力レーザをスレーブ光とした注入同期法がよく使

われてきた。本講演では、SLD からのパワー数

mW の光をマスター光、高出力レーザからの光を

スレーブ光として用い、スペクトル線幅が 7 nmで

パワー140 mW のインコヒーレント光を生成した

ので報告する[3]。 

図１に、マスター光のパワーが 0、0.3、0.8およ

び 2.7 mW の場合におけるスレーブ光のスペクト

ルを黒線で示す。ただし、スレーブ光パワーは 52 

mW とした。また、ピンクの線はスペクトルから

レーザモードの成分を取り除いてからスムージン

グした線である。図１から分かるように、注入が

ないときにはシングルモードでレーザ発振する

スレーブ光が、マスター光のパワーを上げるに

つれてマルチモード発振となり、レーザモード

が壊れてスペクトルがノイジーになり、そして

ノイジーな成分が小さくなることがわかる。ま

た、こうしたスペクトルの変化とともに、線幅

が広がっていく。図２は、スレーブ光パワーが

15、52および 150 mW の場合におけるスペクト

ルの半値全幅をマスター光のパワーの関数とし

て示している。図２から分かるように、基本的

にはマスター光パワーの増加およびスレーブ光パワーの減少に伴いスペクトル線幅が広がり、ス

レーブ光およびマスター光のパワーがそれぞれ 15 mWおよび 2.7 mWのときには 12 nmに達する。 
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